
資 料 編

生徒の自転車通学における自転車損害賠償保険等への加入について（通知）

　このことについて、「東京都自転車の安全で適正な利用の促進に関する条例」等に基づき、今後、全ての都立高等学校及び都立中
等教育学校（後期課程）において、生徒の自転車通学を許可する場合に、自転車損害賠償保険等への加入を必須条件といたしますので、
下記のとおり、各学校において取組の徹底をお願いします。

記

１　目　的
　　自転車で通学する生徒が、加害者となる事故を起こしたときに、損害賠償に適切に対応できるようにする。

２　実施時期及び対応
　（１）　令和２年４月１日から、生徒に自転車通学を許可する場合の必須条件とする。
　（２）　令和２年度以降の自転車通学申請手続きの際に、保険への加入が済んでいることを確認する。
　【確認例】
　　　○　自転車通学届の用紙に、ＰＴＡ保険等への加入済を確認するチェック欄を設ける。
　　　○　同用紙の裏面に、保険証書の写し等の貼付を求める。　　　など

３　生徒及び保護者への指導・啓発に関する取組
　�　本年度中に、令和２年度以降、自転車通学を予定している生徒及び保護者に対し、自転車損害賠償保険等への加入が必須条件
になることについて指導・啓発を行う。

東京都自転車の安全で適正な利用の促進に関する条例（令和２年４月改正）
第 27条
　　自転車利用者（未成年者を除く。）は、（中略）自転車損害賠償保険等に加入しなければならない。
第 27条の２
　　保護者は、その監護する未成年者が自転車を利用するときは、（中略）自転車損害賠償保険等に加入しなければならない。

河川水難事故防止に対する安全指導の徹底について（通知）

　このことについて、令和４年６月 19日に中学生が、川で溺れ死亡する事故が発生しました。
　河川水難事故に係る取組については、別添写しのとおり、令和４年４月 20日付４教指企第 131 号「河川水難事故防止に係る国
土交通省の取組の周知について（依頼）」により通知したところですが、今後、夏季休業日等を迎えるに当たり、河川における水難
事故の発生が懸念されます。
つきましては、「安全教育プログラム第 14集（令和４年３月）」P.68 から P.83 の一声事例等を参考に、下記の事項について改め
て児童・生徒の河川水難事故防止に対する安全指導の徹底を図るよう、貴管下各学校への周知をお願いします。

記

１�　児童・生徒だけで河川で遊ばないことや、保護者や大人が同行したとしても、急な増水や川底の深みに注意することなど、河
川の危険性について児童・生徒に指導する。

２�　救助が必要な人を見たときには、むやみに水に入らないよう指導するとともに、大声で大人の協力を求めることや、救助が必
要な人から目を離さないことの大切さを児童・生徒に理解させる。

令和元年12月６日付31教指企第1561号により教育庁指導部指
導企画課長から都立高等学校長及び都立中等教育学校長宛て通知

令和４年６月 21 日付４教指企第 524 号により教育庁指導部指
導企画課長から区市町村教育委員会指導事務主管課長及び都立
学校長宛て　通知
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